


　VOD「みるみる」は、コンテンツの内容や使い勝手に加え、デ
ザインに対して高く評価するホテルが多い。ではVOD におけ
る「デザインの良さ」とは、どのようなことなのか。
　「みるみる」のデザインを担当する同社デザイナー・冨山勝
氏は「ホテル自体のコンセプトはそれぞれ異なります。客層も
ニーズも違う。つまり、ホテルで提供する最適な映像というの
は、コンテンツも画面デザインも、ホテルごとに異なるはずで
す。「みるみる」は、そのホテルのお客様が映像に対してどのよ
うなニーズをもっているのか、ホテルはお客様にどのような
アピールをしたいのか。その視点からデザインしてきたVOD 
なのです」と語る。
　レジャー・ラブホテルにおけるVODの画面デザインは、大き
く４つのパターンに分類できるという（トップ画面例を参照）。

①宿泊客・長時間滞留客ターゲット
　宿泊や長時間利用のお客様を主要ターゲットとするホテル
に向けては、トップ画面で、まず多彩なエンターテイメントの
コンテンツが揃っていることをアピール。同時に、ホテルが力
を注ぎお客様に伝えたい各種サービス等も強く打ち出すデザ
インを施す。

②短時間利用客ターゲット
　繁華街立地など短時間利用が多く回転重視のホテルでは、
VOD の視聴時間も短い。そのため分かりやすく使いやすいこ
とを重視してトップ画面をデザイン。同時に、AV を中心に更
新性をアピールし、常に新作が提供されている印象を与える
画面デザインを重視。

③シニア層ターゲット
　今後、レジャー・ラブホテルにとってシニア層はさらに重要
になってくる。シニア層を主要客層とするホテルのVOD 画面
は、分かりやすさを最優先。レイアウトはシンプルに、文字は
できるだけ大きく、を基本としている。

④若者層ターゲット
　若者層が主要客層のホテルでは、多彩なコンテンツ・サービ
ス等々をできるだけ数多くトップ画面に表示。「こんなに数多
くのコンテンツやサービスが提供される」という驚きと楽し
さとお得感をアピールし、一般家庭のTVとの明確な違いを印
象付ける画面をデザインする。
　このようなパターンに加えて、さらにオリジナルのデザイ
ンを求めるホテルも多いという。
　例えば「女性視点を重視してアダルトコンテンツ画面では
AV 女優の写真を使わずイメージイラストにしたい」「オペ
レーションの関係で簡略なルームオーダーで運営したいが画
面上はサービスの充実感を出したい」「目立つ画面デザインは
不要、内装イメージに合わせたい」「自社ホテルのオリジナル
チャンネルのイメージを出したい」等々、さまざまな要望に対
応する画面デザインを実施してきているのだ。さらに、最近は
数室だけを改装するホテルも多いが、改装した客室だけ画面
デザインを変更する、あるいは高額料金と低額料金の客室で
画面デザインを変える、といった１棟の建物内の１つのVOD 
システムで客室によって複数の画面デザインを提供するとい
う対応もしている。客室のランクによって客層が違うホテル
も多い。そういった状況にも対応しているのだ。

　現在、レジャー・ラブホテルにおいてVOD の普及
が進む。なかでもフォーラム フロンティア ネット
ワーク㈱の「みるみる」は、経営者からの評価が高く、
導入ホテルが増加中だ。本稿では、とくに高く評価さ
れている「デザイン性」について、その内容と背景にあ
る考え方をレポートする。

　「みるみる」は、トップ画面だけではなく、各コンテンツの
画面においても「一般家庭ではなくホテルでの視聴という状
況を考慮したデザインを重視してきました」（冨山氏）という。
　例えば、名作映画・アニメのコンテンツ画面。一般家庭で
あれば、選択するタイトルが分かればよい。しかし、ホテル
というカップルが楽しい時間を過ごす場所での視聴環境を考
えれば、ワクワク感のある楽しさを演出するデザインが必要
というわけだ。

　さらに、画面上では季節感の演出もなされている。例えば、
クリスマス時期には、画面の一部やコンテンツ選択時に流れ
るブリッジ映像に、ベルや樅の木のイラストや赤・白のカラー
リングなど、クリスマスをイメージさせるデザインがちりば
められているのだ。これらは小さな演出ながら視聴者に「何
となく楽しい」印象を与えることは間違いない。
　同社代表取締役・渡邉敏樹氏は「ホテルごとのカスタマイ
ズや細部のデザイン演出は、社内に専属のデザイナーがいる
からこそ対応できるのです」と語る。ＴＶに映し出される画面
のデザインは特殊な分野だ。Web デザイナーやグラフィック
デザイナーとは違ったセンスやノウハウが求められる。しか

もホテル客室という環境、ホテルごとに異なるコンセプトの
考慮も必要だ。
　「ホテルのＴＶ画面が一般家庭と同じではいけない。ホテル
ならではの画面を提供しなければならないと考えています」
（渡邉氏）。現在、ホテル客室のＴＶは大画面化が進む。大き
な面積でホテルとお客様のインターフェイスとなる VOD の
画面は、ホテルの印象を左右する要素としての重要度がます
ます高くなっている。「みるみる」は、ホテルの客層に合わせ、
ホテルがお客様に何をアピールしたいのかを伝える、従来に
ないマーケティング視点での戦略的な活用をベースにデザイ
ンされているVOD といえよう。

ホテルの客層によって異なる
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■VOD「みるみる」のトップ画面例

■各種コンテンツの画面例


